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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年9月4日(2014.9.4)

【公開番号】特開2013-25294(P2013-25294A)
【公開日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-006
【出願番号】特願2011-163157(P2011-163157)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/083    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    １０１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３３１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３０１　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月16日(2014.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、ポリエステルを主成分とする樹脂、磁性酸化鉄およびワックスを、酢酸エチ
ルに溶解または分散させて得られた組成物を水系媒体中に分散させ、ついで酢酸エチルを
除去することによって得られる磁性トナー粒子と、無機微粒子とを有する磁性トナーであ
って、
　前記磁性酸化鉄２０ｇを酢酸エチル３０ｇに分散させた後、静置し、沈澱体積の減少速
度を評価する試験において、静置５分後の液面体積を（Ａ０）、沈澱体積を（Ａ５）とし
たとき、Ａ０に対するＡ５の割合（＝（Ａ５／Ａ０）×１００）が、５０％以上８５％以
下であることを特徴とする磁性トナーに関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステルを主成分とする樹脂、磁性酸化鉄およびワックスを、酢酸エチルに溶解ま
たは分散させて得られた組成物を水系媒体中に分散させ、ついで酢酸エチルを除去するこ
とによって得られる磁性トナー粒子と、無機微粒子とを有する磁性トナーであって、
　前記磁性酸化鉄２０ｇを酢酸エチル３０ｇに分散させた後、静置し、沈澱体積の減少速
度を評価する試験において、静置５分後の液面体積を（Ａ０）、沈澱体積を（Ａ５）とし
たとき、Ａ０に対するＡ５の割合（＝（Ａ５／Ａ０）×１００）が、５０％以上８５％以
下であることを特徴とする磁性トナー。
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【請求項２】
　前記磁性酸化鉄は、前記磁性酸化鉄２０ｇをイソプロピルアルコール３０ｇに分散させ
た後、静置し、沈澱体積の減少速度を評価する試験において、静置５分後の液面体積を（
Ｉ０）、沈澱体積を（Ｉ５）としたとき、（Ｉ５／Ｉ０）と（Ａ５／Ａ０）とが、式（１
）の関係を満たすことを特徴とする請求項１に記載の磁性トナー。
　　１．１０≦（Ｉ５／Ｉ０）／（Ａ５／Ａ０）≦２．００　・・・（１）
【請求項３】
　前記磁性酸化鉄は、Ｔｉ成分、Ａｌ成分及びＳｉ成分を含有し、
　前記Ｔｉ成分の含有量が、Ｔｉ元素換算で、前記磁性酸化鉄全体に対して、０．３０質
量％以上５．００質量％以下であり、
　前記Ａｌ成分の含有量が、Ａｌ元素換算で、前記磁性酸化鉄全体に対して、０．１０質
量％以上３．００質量％以下であり、
　前記Ｓｉ成分の含有量が、Ｓｉ元素換算で、前記磁性酸化鉄全体に対して、０．１０質
量％以上５．００質量％以下であることを特徴とする請求項１または２に記載の磁性トナ
ー。
【請求項４】
　（１）前記磁性酸化鉄をアルカリ水溶液に投入し、前記磁性酸化鉄に含まれるＡｌ成分
を前記アルカリ水溶液で溶出したときに溶出されるＡｌ成分量が、磁性酸化鉄に含まれる
全Ａｌ成分量の割合の５０％以上９５％以下であり、
　（２）前記磁性酸化鉄に含まれるＡｌ成分を前記アルカリ水溶液で溶出した後のアルカ
リ溶出後磁性酸化鉄を酸水溶液により溶解し、全て溶解された時点での溶解液中に含まれ
るＦｅ元素量を総Ｆｅ元素量としたとき、前記総Ｆｅ元素量の１０質量％のＦｅ元素が溶
解された時点での溶解液（以下、Ｆｅ元素溶解率１０質量％溶解液という）に含まれるＡ
ｌ成分量と、前記（１）で溶出されるＡｌ成分量の割合の合計が、磁性酸化鉄に含まれる
全Ａｌ成分量の９５％以上であり、
　（３）前記Ｆｅ元素溶解率１０質量％溶解液中に含まれる、Ｔｉ成分の含有量（Ｔｉ元
素換算値）のＡｌ成分の含有量（Ａｌ元素換算値）に対する比（Ｔｉ成分の含有量（Ｔｉ
元素換算値）／Ａｌ成分の含有量（Ａｌ元素換算値））が、２．０以上３０．０以下であ
ることを特徴とする請求項３に記載の磁性トナー。
【請求項５】
　前記磁性酸化鉄をアルカリ水溶液に投入し、前記磁性酸化鉄に含まれるＳｉ成分を前記
アルカリ水溶液で溶出したときに溶出されるＳｉ成分量が、磁性酸化鉄に含まれる全Ｓｉ
成分量の５．０％以上３０．０％以下であることを特徴とする請求項３に記載の磁性トナ
ー。
【請求項６】
　前記Ｆｅ元素溶解率１０質量％溶解液中に含まれる、Ｔｉ成分の含有量（Ｔｉ元素換算
値）のＳｉ成分の含有量（Ｓｉ元素換算値）に対する比（Ｔｉ成分の含有量（Ｔｉ元素換
算値）／Ｓｉ成分の含有量（Ｓｉ元素換算値））が、１．０以上５．０以下であることを
特徴とする請求項３に記載の磁性トナー。
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